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『徒
然
草
』
第
二
十

一
段
考

―

「人
遠
く
、
水
草
清
き
所
に
さ
ま
よ
ひ
歩
き
た
る
」
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

「徒
然
草
』
第
二
十

一
段
は
、
心
を
慰
め
る
自
然
現
象
を
列
挙
し
た

段
で
、
次
に
掲
げ
る
の
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。

よ
ろ
づ
の
こ
と
は
、
月
見
る
に
こ
そ
慰
む
物
な
れ
。
あ
る
人

の
、
「月
ば
か
り
お
も
し
ろ
き
物
は
あ
ら
じ
」
と
言
ひ
し
に
、
又

ひ
と
り
、
「露
こ
そ
猶
あ
は
れ
な
れ
」
と
争
ひ
し
こ
そ
、
お
か
し

け
れ
。
お
り
に
ふ
れ
ば
、
何
か
あ
は
れ
な
ら
ざ
ら
む
。

月
花
は
さ
ら
な
り
、
風
の
み
こ
そ
人
に
心
は
つ
く
め
れ
。
岩
に

砕
け
て
清
く
流
る
ヽ
水
の
け
し
き
こ
そ
、
時
を
分
か
ず
め
で
た
け

れ
。
「
況
湘
昼
夜
東
に
流
れ
去
る
。
愁
人
の
た
め
に
止
ま
る
こ
と
暫

く
も
あ
ら
ず
」
と
い
へ
る
詩
を
見
侍
し
こ
そ
、
あ
は
れ
な
り
し
か
。

薔
康
も
、
「山
沢
に
遊
び
て
魚
鳥
を
見
れ
ば
、
心
楽
し
む
」
と
言
ヘ

リ
。
人
遠
く
、
水
草
清
き
所
に
さ
ま
よ
ひ
歩
き
た
る
ば
か
り
、
心

慰
む
事
は
あ
ら
じ
。

第
二
十

一
段
末
尾
の

「人
遠
く
、
水
草
清
き
所
」
と
い
う
部
分
に
つ

謝
　
エエ
群

い
て
、
「徒
然
草
』
の
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
「徒
然
草
寿
命
院
抄
』
は
、

「ト
ツ
国
ハ
水
草
キ
ヨ
ミ
コ
ト
シ
ケ
キ
都
ノ
内
ハ
ス
マ
ヌ
マ
サ
レ
リ

玄
賓
僧
都
ノ
歌
也
。」
貧
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』
勉
誠
社
、
一
九
九
六
年
）
と
、

玄
賓
の
和
歌
を
掲
げ
、
」ヽ
れ
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
で
あ
ろ
う
と
指
摘

し
て
い
る
。
以
後
の
注
釈
書
は
し
ば
し
ば

『寿
命
院
抄
』
の
こ
の
考
え

を
踏
襲
す
る
。
例
え
ば
、
「徒
然
草
文
段
抄
』
は
、
「江
談
云
。
「外
国
は

水
草
清
し
事
多
き
君
が
都
は
不
住
ま
さ
れ
り
」
此
詞
を
用
る
な
り
。
こ

れ
か
の
薔
康
が
詞
を
受
て
。
世
の
ま
じ
は
り
を
絶
て
閑
な
る
と
こ
ろ
に

吟
行
す
る
ほ
ど
慰
事
は
な
し
と
也
。」
（『改
訂
増
補
徒
然
草
文
段
抄
」
青
山

堂
書
房
、
一
九
一
一六
年
）
と
述
べ
、
「徒
然
草
抄

（磐
斎
抄
と

は
、
「此
草

子
水
草
と
ば
か
り
い
へ
ど
も
、
外
国
の
こ
と
し
げ
か
ら
ぬ
と
い
ふ
こ

ゝ

ろ
、
此
歌
に
ゆ
づ
り
て
か

ゝ
ぬ
筆
法
也
。」
（国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
・
寛

文
元
年
刊
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
近
年
、
安
良
岡
康
作
氏

『徒
然
草
全
注
釈
』
（角
川
書
店
、
一

九
六
七
～
一
九
六
八
年
）
は
、
「水
草
清
し
」
の
言
葉
が
、
「源
氏
物
語
」
に

も
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
若
菜
上
の
巻
に
お
け
る
明
石
入
道

の
消
息
に
、
「今
は
、
た
だ
、
迎
ふ
る
蓮
を
待
ち
は
べ
る
ほ
ど
、
そ
の
夕
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ま
で
、
川
判
濶
剖
山
の
末
に
て
勤
め
は
べ
ら
む
と
て
な
む
ま
か
り
入
り

ぬ
る
。」
（新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
と
あ
るＴ
に

玄
賓
の
和
歌
の
背
景
に
は
、
玄
賓
が
嵯
峨
天
皇
に
よ
っ
て
大
僧
都

（又
は
僧
都
）
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
辞
退
し
、
和
歌
を
残
し
て
遁
去
し
た

針

門
輔
壽

ど 存
』
町
残
声

嘱

諄

毎

卍

鉤

薄

薦

賓
の
話
は
周
知
の
こ
と
と
さ
れ
、
さ
ら
に
遁
世
者
の
最
高
の
規
範
と
し

て
敬
慕
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
兼
好
も
玄

賓
の
和
歌
を
よ
く
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
兼
好
の
念
頭
に

「源
氏
物
語
」
の
叙
述
が
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
し

か
し
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一二
木
紀
人
氏

『徒
然
草
全
訳
注

（
こ
」

（講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
年
）
の
、
「
水
草
清
き
」
あ
た
り
に
玄
賓

の
お
も
か
げ
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
の
は

第

一
人
段
同
様
に
古
代
中
国
の
隠
逸
の
作
品
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
隠

者
文
学
へ
の
言
及
ら
し
き
と
こ
ろ
は
な
い
。」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

第
二
十

一
段
に
直
接
引
用
さ
れ
る
の
は
、
戴
叔
倫
と
鵠
康
で
あ
る
。

こ
の
両
者
と
の
関
連
か
ら

「人
遠
く
、
水
草
清
き
所
に
さ
ま
よ
ひ
歩
」

く
の
表
現
に
着
目
し
た
時
、
想
起
さ
れ
る
の
は
屈
原
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
。
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
解
釈
を
試
み
た
い
。

一

「漁
父
」
に
描
か
れ
る
屈
原

屈
原
は
、
戦
国
時
代
、
楚
国
の
人
で
あ
る
。
記
憶
力
が
よ
く
、
文
章

に
巧
み
で
あ
っ
て
、
楚
の
懐
王
の
信
頼
を
得
て
内
政
外
交
の
両
面
で
腕

を
振
る
っ
て
い
た
が
、
同
僚
の
嫉
妬
や
読
言
に
よ
っ
て
遠
ざ
け
ら
れ
、

漢
水
の
北
へ
と
追
放
さ
れ
た
。
懐
王
が
秦
で
客
死
し
、
息
子
の
頃
襄
王

が
即
位
す
る
と
、
朝
廷
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
再
び
説
言
に
遭

い
、
江
南
の
地
に
追
放
さ
れ
た
。
屈
原
は
洞
庭
湖
の
周
辺
、
況
水

・
湘

水
の
流
域
を
放
浪
し
た
末
、
遂
に
こ
の
世
に
絶
望
し
て
、
涸
羅
江
に
入

水
自
殺
し
た
と
い
う

翁
史
記
』
巻
八
十
四

「屈
原
買
誼
列
伝
第
二
十
四
し
。

囃麗
薦
』躍
震
稗
賛
訴
毎
蘇
議
諦
葬
梁

の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
論
考
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
屈
原
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
日
本
に
受
容
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

屈
原
の
生
涯
は
、
賢
明
な
君
主
に
恵
ま
れ
ず
、
議
言
に
よ
っ
て
追
放

の
憂
き
目
に
遭
い
、
最
後
に
入
水
自
殺
す
る
と
い
う
不
遇
な

一
生
で

あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
屈
原
は
日
本
に
お
い
て
も
、
「詩
文
の
表
現
世

（５
）

界
に
は
周
知
の
さ
す
ら
い
人
の
典
型
と
し
て
印
象
的
」
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
、
屈
原
と
言
え
ば
水
辺
に
放
浪
す
る
悲
傷
な
人
と
見
な
さ
れ
て
い

た
。
屈
原
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
楚
辞

「漁
父
」
に
描

か
れ
た
屈
原
像
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
「漁

父
」
は
、
「楚
辞
」
、
「文
選
』
、
「蒙
求
」
、
「古
文
真
宝
後
集
』
な
ど
の
多

数
の
書
物
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
特
に

「史
記
」
に
お
い
て
は
、
屈
原

の
伝
記
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
最
も
受
容
さ
れ

た
作
品
と
言
っ
て
よ
い
。
次
に
、
「漁
父
」
に
お
い
て
、
屈
原
が
ど
の
よ
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う
に
描
か
れ
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

目
周
劇
団
「
週
ヨ
０
馴
劃
「
刻
凶
到
目
哨
「
Ｊ
倒
∃
口
『
Ｊ
瑠
劉

樹
樹
。
漁
父
見
而
問
レ之
日
、
子
非
Ｌ
二
間
大
夫
一歎
。
何
故
至
二於

斯
一。

屈
原
日

世
人
皆
濁
　
我
独
清

衆
人
皆
酔
　
我
独
醒

是
以
見
レ
放

漁
父
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

聖
人
不
レ
凝
滞
二
於
物
一　
而
能
輿
レ
世
推
移

世
皆
濁
　
何
不
下
掘
二
其
泥
一而
揚
中
其
波
上

衆
人
皆
酔
　
何
不
下
舗
二
其
糟
・而
詐

其
醸
上

何
故
深
思
高
挙
　
自
令
レ
放
為

屈
原
日

吾
聞
レ
之
　
新
沐
者
必
弾
レ
冠
　
新
浴
者
必
振
レ
衣

安
能
以
二
身
之
察
察
一　
受
二
物
之
波
波
一者
乎

寧
赴
二
湘
流
一　
葬
二
於
江
魚
腹
中
・

安
能
以
二
皓
皓
之
白
一　
蒙
二
世
俗
之
塵
埃
一乎

漁
父
莞
爾
而
笑
鼓
レ
泄
而
去
　
乃
歌
日

愴
浪
之
水
清
今
　
可
三
以
濯
二
我
櫻
・

清
浪
之
水
濁
今
　
可
三
以
濯
二
我
足
・

遂
去
不
二
復
奥
言
一
　

　

　

（「文
選
』
巻
三
十
三
・全
釈
漢
文
大
系
）

全
体
を
序
文
と
本
文
と
に
分
け
る
と
、
傍
線
を
付
し
た
序
文
の
部
分

に
は
放
浪
し
て
や
つ
れ
た
屈
原
の
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
漁
父
が
登

場
し
、
二
人
の
間
答
が
始
ま
る
。
そ
の
問
答
に
は
、
身
を
滅
ぼ
し
て
も

潔
白
な
生
き
方
を
貫
こ
う
と
す
る
屈
原
の
態
度
と
、
世
の
清
濁
に
順
応

し
て
、
時
が
よ
け
れ
ば
朝
廷
に
仕
え
、
時
が
悪
け
れ
ば
隠
逸
す
べ
き
だ

と
強
調
す
る
漁
父
の
処
世
観
と
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

い
ま
、
序
文
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
傍
線
部
の
四
言
五
句
、
中
で

も

「行
吟
澤
畔
」
の
句
が
、
屈
原
の
澤
畔
に
さ
ま
よ
う
姿
を
髪
繁
と
さ

せ
、
鮮
烈
に
人
々
の
記
憶
に
と
ど
ま
り
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
例
え
ば
、
「蒙
求
』
は
、
「屈
原
澤
畔
」
「漁
父
江
濱
」
の
標
題

の
下
に

「漁
父
」
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
明
太
子

『文
選
』
序
は
、

屈
原
に
つ
い
て
、
「臨
レ淵
有
二懐
沙
之
志
・、
嘲
嘲
∃
到
潤
周
馴
剰
到
。」

と
言
い
、
曹
植
は
「釈
愁
文
」
に
お
い
て
、
「予
以
愁
惨
、
徊
嘲
ヨ
判
測

「
Ｊ
郷
錮
調
日
、
憂
心
如
レ
焚
。」
∩
芸
文
類
衆
』
巻
一一一十
五
、
人
部
十
九
、
愁
・

中
華
書
局
）と
、
自
身
の
憂
い
悲
じ
む
様
子
を
屈
原
に
重
ね
合
わ
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
著
名
な
作
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
日
本
書
紀
』
巻

二
、
神
代
下
に
、

故
彦
火
火
出
見
尊
、
憂
苦
甚
深
。
徊
嘲
∃
濶
到

。
時
逢
二
塩
土
老

翁
・。
老
翁
問
日
、
何
故
在
レ
此
愁
乎
。
対
以
二
事
之
本
末
・。

（日
本
古
典
文
学
大
系
）

と
あ
る
が
、
こ
こ
の
「行
吟
海
畔
」
の
句
に
つ
い
て
、
「書
記
集
解
』
（臨

川
書
店
、
一
九
六
九
年
）
巻
二
は
、
「楚
辞
漁
父
ノ
辞
二
日
屈
原
已
二放
レ
行

吟
ス
ニ
澤
畔
こ
と
出
典
を
明
記
し
、
小
島
憲
之
氏
は
、
「彦
火
火
出
見
尊

が
鉤
針
を
失
っ
て
、
海
辺
を
さ
ま
よ
ふ
と
云
っ
た

「行
吟
海
畔
」
の
描

写
は
、
楚
国
の
運
命
を
嘆
い
た
屈
原
の

翁
漁
父
」
序
文
の
引
用
。
略
。）
を
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思
は
せ
」
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「懐
風
藻
」
に
あ
る
石
上
乙
麻
呂

の
伝
記
に
、

嘗
有
二
朝
譴
一。
瓢
鷲

南
荒
・。
臨
レ
淵
嘲
日
『

篤
二
心
文
藻
・。
遂

有
二
街
悲
藻
二
巻
一。
今
伝
二
於
世
・。
　

　

（日
本
古
典
文
学
大
系
）

と
あ
り
、
天
皇
に
疎
外
さ
れ
流
離
す
る
石
上
乙
麻
呂
の
姿
が
屈
原
の
境

遇
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「伊
勢
物
語
」
第
九
段
は
、

自
分
の
身
を

「用
な
き
」
者
に
思
い
込
ん
だ
男
が
都
を
離
れ
て
、
東
国

に
居
住
地
を
探
し
求
め
る
話
で
あ
る
が
、
上
野
理
氏
は
、
「水
辺
を
放
浪

け
れ
醐
け
れ
秘
中
「
Ｆ
獅
嗣
曰
織
』
朴
ザ
議
は
い
い
［
っ
べ
て
も
ょ
ぃ

三
河
の
国
、
人
橋
と
い
ふ
所
に
い
た
り
ぬ
。
（中
略
）
そ
の
溜
醐
測
「

日
明
の
本
の
陰
に
下
り
ゐ
て
、
乾
飯
食
ひ
け
り
。
そ
の
澤
に
か
き

つ
ば
た
い
と
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
り
。
　

（日
本
古
典
文
学
大
系
）

と
あ
る
。
「伊
勢
物
語
』
第
九
段
が
屈
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
ま
え
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
傍
線
部
の

「澤
の
ほ
と
り
」
も
、
「行
吟
澤
畔
」
が
意
識
さ

れ
た
表
現
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
一

「行
吟
澤
畔
」
と
屈
原

「漁
父
」
序
文

「行
吟
澤
畔
」
の
句
は
、
日
本
で
は
屈
原
の
代
名
詞
の

よ
う
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
十

一
段

「人
遠
く
、
水
草
清

き
所
に
さ
ま
よ
ひ
歩
き
た
る
」
の
句
も
、
「行
吟
澤
畔
」
を
意
識
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

日
本
で
は
屈
原
が
描
か
れ
る
時
、
し
ば
し
ば

「漁
父
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
「漁
父
」
で
は
、
「遊
於
江
淳
」
と

「行
吟
澤
畔
」
が
対
句
で

あ
る
。
屈
原
は
追
放
さ
れ
、
自
然
に
身
を
置
く
こ
と
に
よ
つ
て
悲
傷
の

感
情
が
多
少
癒
さ
れ
、
心
の
慰
め
ら
れ
る

一
時
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
屈
原
を
、
「漁
父
」
は
、
「遊
於
江
淳
」
（王
逸

『楚
辞

章
句
』
で
は
「戯
二
水
側
・也
」
と
説
明
さ
れ
る
）
の
句
に
よ
っ
て
髪
髪
と
さ

せ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
こ
の
句
は
ほ
と
ん
ど
重
視
さ
れ
て
お

ら
ず
、
も

つ
ば
ら
屈
原
の
憂
苦
を
示
す

「行
吟
澤
畔
」
の
句
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「真
福
寺
本
文
鳳
抄
』
巻
五
の

コ
ニ
間
澤
畔
」
に

対
す
る
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

屈
原
仕
楚
懐
王
テ
為
三
間
大
夫
り
遂
被
流
放
ル
行
吟
澤
畔
テ
形
容
枯

稿
―
漁
父
見
テ
問
テ
云
ク
（下
略
）

（大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
八
一
年
）

ま
た
、
水ヽ
青
文
庫
本

「和
漢
朗
詠
集
永
済
注
」
は
、
大
江
以
言
の
句

「外
物
独
醒
松
澗
色
」
を
説
明
す
る
時
、
次
の
よ
う
に
屈
原
を
述
べ
て

い
る
。屈
原
、
字
平
、
楚
ノ
懐
王
ニ
ツ
カ
ヘ
テ
、
一二
間
大
夫
ト
イ
フ
ツ
カ

サ
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
王
、
コ
ト
ニ
此
人
ヲ
賞
シ
タ
マ
ヒ
ケ
レ
ハ
、

人
、
ソ
不
ミ
テ
、
議
ラ
イ
タ
シ
ケ
リ
。
懐
王
、
サ
ム
ヲ
信
シ
テ
、

屈
原
ヲ
シ
カ
シ
ハ
ナ
タ
レ
ニ
ケ
リ
。
屈
原
、
サ
（
ノ
ホ
ト
リ
■
サ

マ
ヨ
ヒ
テ
、
カ
タ
チ
モ
オ
ト
ロ
ヘ
、
ア
ラ
ヌ
サ
マ
ニ
、
ナ
リ
タ
リ

ケ
ル
ニ
、
（下
略
）

Ｑ
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第
三
巻
、
大
学
堂
書
店
、　
一
九
八
九
年
）
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書
陵
部
本

『朗
詠
抄
」
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

屈
原
、
字
正
平
、
楚
懐
王
仕
テ
、
三
間
大
夫
卜
号
ス
。
人
々
ネ
タ

ミ
テ
、
議
訴
シ
ケ
リ
。
王
ツ
イ
ニ
流
シ
放
チ
タ
ル
。
屈
原
、
后
ニ

測
冽
嘲

二‐
引
マ‐
ヨ‐
引
、
形
チ
ヤ
セ
衰
テ
居
リ
シ
時
、
漁
父
、
江
辺

ニ
ツ
リ
シ
ケ
ル
カ
、
（下
略
Ｘ
『和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第
二
巻
上
）

な
お
、
「吟
」
の
意
味
は
、
「天
治
本
新
撰
字
鏡
』
巻
二
に
は

「呻
也
、

嘆
也
」
と
あ
り
、
「芸
文
類
衆
』
巻
十
九
、
人
部
三
、
吟
の
項
に
は

「説

文
日
、
吟
、
歎
也
。
釈
名
日
、
吟
、
厳
也
。
其
声
本
出
二
於
憂
愁
・。
故

声
厳
粛
。
使
二
聴
レ
之
悽
歎
一也
。」
（中
華
書
局
）
と
あ
る
よ
う
に
、
極
度

の
憂
愁
、
悲
痛
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
放
浪
す
る
屈
原
の
姿
が

「行
吟
澤
畔
」
の

一
句
に
よ
っ
て

描
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。

・
屈
原
仕
楚
懐
王
テ
為
三
間
大
夫
り
遂
被
流
放
話゙
回
制
町
．
文
選

∩
真
福
寺
本
文
鳳
抄
』
巻
三
）

・
サ
レ
バ
楚
ノ
屈
原
ガ
測
副
切
劃
「
測
コ
「

「衆
人
皆
酔
、
我
獨
醒
タ

リ
。」
卜
、
世
ヲ
憤
シ
ヲ
、
漁
父
笑
テ
、
（下
略
）

３
太
平
記
』
巻
三
十
九

「諸
大
名
議
二道
朝
・事
磐

碁
大
原
野
花
会
事
∵

日
本
古
典
文
学
大
系
）

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
以
下
、
「続
浦
嶋
子
伝
記
」
と

「鳩
嶺
集
』

の
二
例
で
あ
る
。

・
獨
乗
二
釣
魚
舟
一。
常
遊
二
澄
江
浦
一。
伴
二
査
郎
一而
陵
二
銀
漢
・。
近

見
二
牽
牛
織
女
之
星
一。
逐
二
漁
父
一而
過
二
涸
羅
・。
親
逢
一一嘲
測
懐

砂
之
客
・。
　
　
　
　
　
貧
続
浦
嶋
子
伝
記
』
ム
群
書
類
従
』
第
九
輯
）

・
測
り
水
冷
騒
人
涙
、
巌
歩
雲
幽
介
子
情

貧
鳩
嶺
集
」
巻
下
、
贈
答
、
源
兼
孝

・
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
叢
刊
平
安

鎌
倉
未
刊
詩
集
）

前
者
は
浦
嶋
子
が
漁
父
に
従

っ
て
涸
羅
江
を
渡
り
、
屈
原
に
出
逢

っ

た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
後
者
は
屈
原
の
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
「吟

澤
」
と

「沢
吟
」
は
い
ず
れ
も

「行
吟
澤
畔
」
に
拠

っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
二
例
に
お
い
て
は
、
作
者
は
屈
原
の
名
前
を
明
記
す
る
の
で

は
な
く
、
た
だ
、
「吟
澤
」
、
「
沢
吟
」
、
「懐
砂
」
、
「
騒
人
」
の
よ
う
な
言

葉
を
ち
り
ば
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
屈
原
の
存
在
を
髪
繁
と
さ
せ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
「行
吟
澤
畔
」
の
句
は
、
放
浪
す
る
屈
原
の
代
名
詞
の
よ

う
に
な
り
、
屈
原
の
名
前
を
明
示
し
な
く
て
も
、
「行
吟
澤
畔
」
の
よ
う

な
言
葉
を
用
い
る
だ
け
で
、
澤
畔
に
さ
ま
よ
う
屈
原
の
境
遇
が
す
ぐ
に

想
起
さ
れ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
作
者
と
享
受
者
の
間
に
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

兼
好
も
屈
原
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
か
ら
、
「人
遠
く
、
水
草
清
き
所
に

さ
ま
よ
ひ
歩
」
く
を
書
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
十

一
段
の

「
全
竜
ょ
ひ
」
た

ぃ
ぅ
語
に
つ
い
て
は
、
既
に

「徒
然
草
諺
解
」
に
、
「漁

父
辞
吟
二
沢
畔
Ｌ

（大
阪
大
学
蔵
本

・
寛
文
九
年
刊
）
と
注
す
る
よ
う
に
、

古
来

「行
吟
澤
畔
」
の
訓
読
に

一
致
し
て
い
る
。
「
さ
ま
よ
ひ
歩
」
く

は
、
「行
吟
」
に
通
じ
る
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「人
遠

く
、
水
草
清
き
所
」
も
、
「澤
畔
」
の
意
に
通
じ
る
言
葉
で
あ
る
と
考
え

る
。
「澤
」
は
、
「元
和
本
倭
名
類
衆
抄
」
（巻

一
Ｈ
オ
）
に
、
「風
土
記
云

劇
劇
引
司
＝
目
音
宅
」
、
「時
代
別
国
語
大
辞
典
』
に
、
「水
が
溜
ま
り
、
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草
な
ど
が
生
え
て
い
る
、
じ
め
じ
め
し
た
く
ぼ
地
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
第
二
十

一
段
の

「人
遠
く
、
水
草
清
き
所
に
さ
ま
よ

ひ
歩
き
た
る
」
の
句
は
、
「行
吟
澤
畔
」
の
意
味
に
通
じ
る
言
葉
で
あ
る

と
見
ら
れ
、
そ
し
て
、
兼
好
は
こ
の
句
に
固
定
化
し
た
屈
原
の
イ
メ
ー

ジ
を
込
め
て
い
た
の
だ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
戴
叔
倫
と
屈
原
と

「
況
湘
」

次
に
、
第
二
十

一
段
に
引
用
さ
れ
る
戴
叔
倫
の
詩
、
酪
康
の
文
章
を

通
し
て
、
彼
ら
と
屈
原
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

ま
ず
、
戴
叔
倫
に
つ
い
て
見
る
。
「新
唐
書
』
巻
百
四
十
三
の
戴
叔
倫

伝
に
よ
る
と
、
戴
叔
倫
は
、
字
は
幼
公
と
言
い
、
潤
州
金
壇
の
人
で
あ

る
。
薫
頴
士

（当
時
の
博
学
者
）
に
師
事
し
て
門
人
の
第

一
人
者
と
な
っ

た
。
嗣
曹
王
の
李
皐
が
湖
南
や
江
西
を
治
め
て
い
た
時
、
招
か
れ
て
そ

の
幕
下
に
入
り
、
撫
州
の
刺
史
、
容
管
経
略
使
な
ど
を
歴
任
し
た
。
撫

州
で
は
均
水
法
を
作
り
、
容
管
で
は
蛮
族
を
安
ん
じ
い
た
わ
り
、
人
民

に
優
し
い
、
有
能
な
官
吏
で
あ
っ
た
と
い
う
。
晩
年
は
、
道
士
と
な
っ

て
終
わ
っ
た
と
の
説
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、

彼
の

「贈
二
殷
亮
こ

と
題
す
る
詩
に
、

日
日
河
辺
見
水
流

　

日
日
河
辺
に
水
流
を
見
る

傷
春
未
已
復
悲
秋

　

春
を
傷
む
こ
と
未
だ
已
ま
ざ
る
に
復
た
秋

を
悲
し
む

山
中
旧
宅
無
人
住

　

山
中
の
旧
宅
人
の
住
む
無
し

来
往
風
塵
共
白
頭

　

風
塵
に
来
往
し
て
共
に
自
頭

３
全
唐
詩
』
巻
二
百
七
十
四
「戴
叔
倫
二
号
中
華
書
局
）

と
あ
晴
）
こ
こ
に
俗
世
に
奔
走
す
る
身
を
嘆
き
、
隠
逸
を
願
う
心
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
第
二
十

一
段
に
引
用
さ
れ
る
戴
叔
倫
の
原
詩

「湘
南
即
事
」

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

慮
橘
花
開
楓
葉
衰

　

慮
橘
花
開
い
て
楓
葉
衰
う

出
門
何
処
望
京
師

　

門
を
出
で
て
何
れ
の
処
に
か
京
師
を
望
ま

ん

況
湘
日
夜
東
流
去

　

）抗
湘
日
夜
東
に
流
れ
去
る

不
為
愁
人
住
少
時

　

愁
人
の
為
に
住
ま
る
こ
と
少
時
も
せ
ず

貧
全
唐
詩
』
巻
二
百
七
十
四
「戴
叔
倫
二
し

こ
の
詩
の
製
作
事
情
に
つ
い
て
、
コ

一体
詩
法
幻
雲
抄
」
が

「
身

不
レ
得
レ
去
。
故
怨
二
水
之
去
・。
所
以
深
傷
二
己
不
レ
能
レ
去
也
。
蓋
叔
倫

事
・一曹
王
於
湖
湘
・。
故
有
是
作
。」
貧
抄
物
大
系
』
勉
誠
社
、
一
九
七
七
年
）

と
説
明
す
る
よ
う
に
、
戴
叔
倫
が
嗣
曹
王
の
李
皐
に
仕
え
、
湘
南

（湘

水
の
流
域
〓
こ

の
地
に
赴
任
す
る
と
い
う
時
期
の
詩
作
で
あ
る
。
松
浦

友
人
編

『校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
」
（大
修
館
書
店
）
の
説
明
に
よ
る
と
、
戴

叔
倫
が
湘
南
に
滞
在
し
た
時
期
は
、
彼
が
五
十
才
か
ら
五
十
二
才
ま
で

の

一
年
半
以
上
の
期
間
で
あ
る
。
晩
年
に
な
っ
て
、
都
の
長
安
か
ら
遠

く
離
れ
た
地
に
赴
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
に
、
懐
郷
の
情
と
懐

才
不
遇
の
念
を
抱
い
た
彼
は
、
そ
の
や
る
せ
な
い
気
持
ち
を
紛
ら
わ
す

た
め
に
、
川
の
ほ
と
り
を
巡
り
歩
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「湘
南
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即
事
」
と
の
題
が
示
す
よ
う
に
、
湧
い
て
く
る
情
を
直
ち
に

一
首
の
詩

に
託
し
た
の
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
詩
に
、
「
況
湘
」
と
い
う
言

葉
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
況
湘
」
は
、
洞
庭
湖
に
注
ぐ

況
水
と
湘
水
で
あ
る
が
、
屈
原
の
詩
に
繰
り
返
し
詠
ま
れ
た
言
葉
で
も

あ
る
。
・
済
況
湘
以
南
征
今
　
一抗
湘
を
済
り
て
以
て
南
に
征
き
、

就
重
華
而
陳
詞
　
　
重
華
に
就
い
て
詞
を
陳
ぶ
。

含
文
選
』
巻
三
十
二

「離
騒
経
し

。
令
洲
洲
今
無
波
　
　
一抗
湘
を
し
て
波
無
か
ら
し
め
、

使
江
水
今
安
流
　
　
江
水
を
し
て
安
け
く
流
れ
じ
め
よ
。

全
文
選
」
巻
三
十
二

「湘
君
し

・
乱
日
浩
浩
測
湘
　
　
乱
に
曰
く
、
浩
浩
た
る
況
湘
、

分
流
涸
分
　
　
　
　
分
流
し
て
涸
た
り
。

３
楚
辞
」
四
「九
章
・懐
沙
」
。新
釈
漢
文
大
系
）

・
臨
況
湘
之
玄
淵
分
　
一抗
湘
の
玄
淵
に
臨
み
、

遂
自
忍
而
沈
流
　
　
遂
に
自
ら
忍
ん
で
流
に
沈
み
、

３
楚
辞
』
四

「九
章

・
惜
往
日
し

ち
な
み
に
、
「本
朝
文
粋
』
巻

一
に
収
め
る
前
中
書
王
兼
明
親
王
の

「兎
表
賦
」
に
お
い
て
も
、
「霊
均
之
五
顧
也
。
続
・一況
湘
一而
傷
レ
楚
。」

（新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
、
屈
原
と

「
況
湘
」
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い

２一
。れ
瀬製鮮
可
猛
爾
踊誌
鮮鴇
鵬
「地が
経

人

（心
に
愁
を
抱
く
人
こ

の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
屈
原
の

境
遇
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
る
。
兼
好
が
「湘
南
即
事
」

の
製
作
背
景
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
「
況
湘
」
と
い
う
言
葉
か

ら
屈
原
を
連
想
し
、
さ
ら
に
、
「
況
湘
」
や

「愁
人
」
の
言
葉
に
、
戴
叔

倫
と
屈
原
を
重
ね
合
わ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。

戴
叔
倫
に
は
、
「過
■
二
間
廟
こ

と
い
う
屈
原
を
弔
う
詩
も
あ
る
。

況
湘
流
不
尽

　

一抗
湘
流
れ
て
尽
き
ず

屈
宋
怨
何
深

　

屈
宋
怨
み
何
ぞ
深
き

日
暮
秋
煙
起

　

日
暮
秋
煙
起
り

爺
爺
楓
樹
林

　

爺
薫
た
り
楓
樹
の
林

翁
全
唐
詩
」
巻
三
百
七
十
四

「戴
叔
倫
二
し

「三
間
廟
」
は
、
屈
原
が
死
ん
だ
後
、
後
人
が
彼
を
祀
る
た
め
に
、
そ

の
入
水
し
た
涸
羅
江
の
付
近
に
建
て
た
廟
で
あ
れ
″
戴
叔
倫
は
こ
の
廟

を
訪
れ
、
詩
を
詠
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
詩
に
出
て
く
る

「屈
宋
」
と

い
う
語
は
、
屈
原
と
そ
の
弟
子
の
宋
玉
を
指
す
。
こ
こ
に
も

「
況
湘
」

の
言
葉
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
第
二
十

一
段

所
引
の
「湘
南
即
事
」
は

コ
ニ
体
詩
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

兼
好
は
こ
の
詩
を

コ
ニ
体
詩
」
に
よ
っ
て
知

っ
た
と
考
え
る
の
が
通
説

で
あ
る
の
に
対
し
、
安
良
岡
康
作
氏
は
、
兼
好
が
直
接

『戴
叔
倫
詩
集
』

で
読
ん
だ
と
推
察
し
て
い
る
。
安
良
岡
氏
に
従
え
ば
、
兼
好
は
、
「戴
叔

倫
詩
集
』
の

「過
■
二
間
廟
こ

の
詩
を
知
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え

ら
れ
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
兼
好
は
、
戴
叔
倫
の
屈
原
を
仰
ぎ
、
屈
原



の
中
に
自
己
を
見
出
そ
う
と
す
る
点
に
気
づ
い
て
い
た
可
能
性
も
、
ま

た
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
譜
康
と
屈
原
と

「山
澤
」

で
は
、
「徒
然
草
』
第
二
十

一
段
に
引
用
さ
れ
る
も
う

一
人
の
人
物

鶴
康
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
兼
好
が

「人
遠
く
、
水
草
清
き
所
に
さ
ま
よ
ひ
歩
き
た
る
ば

か
り
、
心ヽ
慰
む
事
は
あ
ら
じ
。」
の
句
を
書
い
た
の
は
、
直
前
に
引
用
し

た
語
康
の

「山
沢
に
遊
び
て
魚
鳥
を
見
れ
ば
、
心
楽
し
む
」
と
い
う
言

葉
を
受
け
て
い
る
。
「人
遠
く
、
水
草
清
き
所
」
は
、
「山
沢
」
を
意
識

し
た
表
現
と
言
っ
て
よ
い
。
さ
き
程
述
べ
た
よ
う
に
、
屈
原
が
描
か
れ

る
時
、
し
ば
し
ば

「行
吟
澤
畔
」
の
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
屈
原
は

ま
た
、
「山
澤
」
の
語
と
も
結
び
つ
き
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
王
逸

の

「天
問
」
解
題
に
、
「屈
原
放
逐
、
憂
心
愁
悴
、
彿
雀
・一酬
測
一、
経

歴
二
陵
陸
一、
嵯
琥
二
臭
天
一、
仰
レ
天
歎
息
。」
（『楚
辞
章
句
し

と
あ
り
、

「真
福
寺
本
文
鳳
抄
』
巻
三
の
山
澤
の
項
に
、
「畑
ョ
劇
釧

漢
四
皓
棲

秦

松
蓋
緑

楚
意
侃
芳
天
台

雷
夏
雲
夢
」
と
あ
る
。
第
二
十

一
段
に
お
け
る
鶴

康
と
屈
原
の
直
接
な
繋
が
り
が
、
こ
の

「山
沢
」
の
語
に
あ
る
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

甜
康
は
、
竹
林
の
七
賢
の
一
人
で
あ
る
。
魏
晋
の
政
権
交
替
期
は
権

力
闘
争
が
激
し
く
、
こ
の
上
も
な
い
暗
黒
な
時
代
で
あ
っ
た
た
め
に
、

酪
康
は
、
政
治
社
会
と
は
い
っ
さ
い
関
わ
り
を
持
た
ず
、
作
詩
、
弾
琴
、

清
談

∩
老
子
」
「荘
子
」
「周
易
」
を
素
材
と
す
る
談
論
）
な
ど
、
ひ
た
す
ら

充
実
し
た
隠
逸
生
活
を
楽
し
も
う
と
す
る
決
意
を
し
た
。
同
じ
仲
間
の

山
涛
が
吏
部
郎
に
な
っ
た
時
、
酪
康
を
自
分
の
後
任
に
推
薦
し
よ
う
と

針

が

馨

が
強

純

脚

響

『
交
鯖

菱

ダ

・瑚

韮

劇

え
る
薔
康
の
言
葉
は
、
こ
の
絶
交
書
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
原
文
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

又
間
二
道
士
遺
言
一、
餌
二
九
黄
精

・、
令
二
人
久
寿
一、
意
甚
信
レ
之
。

週
刊
馴
Ｊ
、―
劉
引
側
到
Ｎ
州
日
刹
り
『

一
行
作
レ吏
、
此
事
便
廃
。

安
能
舎
二
其
所
フ
楽
、
而
従
二
其
所
フ
燿
哉
。

塾
康
は
、
山
澤
に
遊
ん
で
、
魚
や
鳥
を
見
る
と
心
は
楽
し
む
が
、
し

か
し
、
一
度
官
吏
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
振
り
捨
て
る
こ
と
と

な
り
、
ど
う
し
て
楽
し
み
と
す
る
境
地
を
捨
て
て
、
嫌
な
境
遇
に
入
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
言
っ
て
い
る
。
屈
原
の

「行
吟
澤
畔
」

に
比
べ
て
、
薔
康
の

「山
澤
の
遊
び
」
は
、
自
然
を
愛
し
、
自
由
で
わ

が
ま
ま
な
隠
逸
生
活
を
満
喫
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
、
「典

二
山
巨
源
一絶
レ
交
書
」
の
文
脈
を
踏
ま
え
て
読
む
と
、
「遊
二
山
澤
一観

二
魚
鳥
一、
心
甚
楽
レ
之
」
の
言
葉
は
単
な
る
隠
逸
生
活
の
楽
し
さ
を
述

べ
た
も
の
で
は
な
く
、
偽
善
に
満
ち
た
政
治
社
会
に
対
す
る
抗
議
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
薦
康
は
、
こ
の
絶
交
書
を
書
い
た
僅
か
二
年

後
に
、
友
人
呂
安
の
事
件
に
連
座
し
て
、
刑
死
と
い
う
痛
ま
し
い
最
期

を
迎
え
た
。
そ
の
刑
死
の
背
後
的
な
事
情
と
し
て
、
当
時
の
有
力
者
で

あ
る
鐘
会
の
読
謗
が
指
摘
さ
れ
て
い
ろ
”
俗
世
と
調
■
を
合
わ
せ
な
い
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生
き
方
と
、
識
言
に
よ
っ
て
不
遇
に
終
わ
っ
た
点
に
お
い
て
、
薔
康
は

屈
原
に
非
常
に
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
「徒
然
草
』
第
二
十

一
段
末
尾
の
「人
遠
く
、
水
草
清
き

所
に
さ
ま
よ
ひ
あ
り
き
た
る
」
の
句
は
、
日
本
で
固
定
化
し
た
屈
原
の

イ
メ
ー
ジ
を
発
髯
と
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
考
察
を
加
え
、

さ
ら
に
、
こ
の
章
段
に
引
用
さ
れ
る
戴
叔
倫
の
詩
、
薔
康
の
文
章
と
屈

原
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
兼
好
は
、
戴
叔
倫
の
詩
と
薔

康
の
文
章
に
屈
原
の
面
影
を
読
み
取
り
、
さ
ら
に
戴
叔
倫
と
醤
康
を
屈

原
の
面
影
を
宿
し
た
人
物
と
し
て
捉
え
、
」ゝ
の
段
は
そ
の
よ
う
な
連
想

で
繋
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

兼
好
は
、
戴
叔
倫
の
詩
と
薔
康
の
文
章
を
た
だ
断
章
取
義
的
に
引
用

し
た
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
戴
叔
倫
と
薔
康
を
単
に
自
然
の
興
趣
を
楽

し
む
風
流
な
詩
人
と
し
て
捉
え
た
の
で
も
な
い
。
兼
好
は
、
彼
ら
を
屈

原
に
繋
が
る
不
遇
な
人
、
漂
泊
者
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
屈
原
、

戴
叔
倫
、
薔
康
は
、
逆
境
に
あ
っ
て
、
憂
怨
の
情
を
文
学
に
よ
つ
て
表

現
し
た
。
そ
の
作
品
の
持
つ
感
傷
性
と
孤
独
感
に
、
彼
ら
の
山
澤
水
辺

に
さ
ま
よ
う
姿
が
重
な
り
、
兼
好
の
共
感
を
い
た
く
唆
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
心
を
慰
め
る
自
然
現
象
を
列
挙
し
た
第
二
十

一
段
に
お

い
て
、
そ
の
不
遇
な
姿
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

注（１
と
源
氏
物
語
』
の
こ
の
箇
所
の
典
拠
と
し
て
、
松
永
本

「花
鳥
余
情
』
は
玄

賓
の
和
歌
を
掲
げ
る
。
三
木
紀
人
氏

『徒
然
草
全
訳
注
」
、
久
保
田
淳
氏

「徒

然
草
評
釈

・
五
十
七
」
η
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
九
―
六
、　
一
九

八
四
年
五
月
号
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
松
永
本

『花
鳥
余
情
」
に

は
、
「嵯
峨
の
御
代
に
玄
賓
を
僧
都
に
な
さ
れ
し
時
官
牒
を
樹
に
さ
し
は
さ
み

て
歌
を
詠
し
て
深
心
に
入
れ
る
そ
の
専
云
　
と
つ
国
は
水
く
さ
き
よ
み
こ
と

し
け
き
都
の
中
は
す
ま
す
ま
さ
れ
り
」
（伊
井
春
樹
編

「松
永
本
花
鳥
余
情
』

桜
楓
社
、　
一
九
七
八
年
）
と
あ
る
。

（２
）
『江
談
抄
』
第

一
・
四
七

「同
じ
く
大
僧
都
を
辞
退
す
る
事
」
に
は
、
「外

国
は
酬
刈
測
ｕ
事
多
き
君
が
都
は
住
ま
ぬ
な
り
け
り
只
新
日
本
古
典
文
学
大

系
）
と
あ
り
、
「閑
居
友
』
上

・
三

「玄
賓
僧
都
、
門
を
開
し
て
善
珠
僧
正
を

入
れ
ぬ
事
」
に
は
、
「と
つ
国
は
酬
刈
測
ｕ
こ
と
繁
き
君
が
御
代
に
は
住
ま
ぬ

ま
さ
れ
り
」
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
あ
り
、
『古
今
著
聞
集
』
巻
五
・
一

四
三

「玄
賓
僧
都
位
記
を
樹
枝
に
挿
み
て
詠
歌
の
事
」
に
は
、
「外
つ
国
は
川

判
剖
劃
ｕ
こ
と
し
げ
き
あ
め
の
し
た
に
は
す
ま
ぬ
ま
さ
れ
り
六
日
本
古
典
文

学
大
系
）
と
あ
る
。
第
二
句
に
異
同
が
あ
る
。

（３
）
伊
藤
博
之

「撰
集
抄
に
お
け
る
隠
遁
思
想
」
■
仏
教
文
学
研
究
』
五
、　
一

九
六
七
年
五
月
号
）

（４
と
漢
書
』
芸
文
志
に
よ
る
と
、
屈
原
の
作
品
は
全
部
で
二
十
五
篇
あ
る
。
ま

た
、
後
漢
王
逸
の

『楚
辞
章
句
』
で
は
、
離
騒
経
第

一
（
一
篇
）、
九
歌
第
二

（十

一
篇
）
、
天
間
第
二

（
一
篇
）
、
九
章
第
四

（九
篇
）、
遠
遊
第
五

（
一
篇
）
、

卜
居
第
六

（
一
篇
）
、
漁
父
第
七

（
一
篇
）、
以
上
二
十
五
篇
が
屈
原
の
作
と

さ
れ
て
い
る
。
藤
野
岩
友
氏

「平
安
朝
の
漢
詩
文
に
及
ぼ
し
た
楚
辞
の
影
響
」

翁
東
洋
研
究
』
第
四
十
六
号
、
一
九
七
七
年
五
月
号
）
に
よ
る
と
、
「王
注
楚

辞
十
六
巻
本
が
天
平
二
年

（七
三
〇
）
に
書
写
さ
れ
」
、
「平
安
朝
に
な
る
と
、



日
本
見
在
書
日
、
楚
辞
家
に
楚
辞
十
六
巻
王
や
楚
辞
音
義
が
著
録
さ
れ
て
」
い

２
一
。

（５
）
渡
辺
秀
夫

『平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
」
「第
七
章

『伊
勢
物
語
」
に
お
け

る
漢
詩
文
受
容
　
古
詩
十
九
首
」
（勉
誠
社
、　
一
九
九

一
年
）

（６
）
小
島
憲
之

『上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
「第
三
篇
　
日
本
書
紀
の

述
作
　
第
四
章
　
日
本
書
紀
の
文
章

（
こ

神
代
紀
」
（塙
書
房
、
一
九
六
二

年
）

（７
）
上
野
理

「伊
勢
物
語

「あ
づ
ま
く
だ
り
」
考
」
Ｑ
文
芸
と
批
評
』
一
一―
九
、

一
九
六
八
年
七
月
号
）

（８
）
「贈
殷
亮
」
「湘
南
即
事
」
二
首
の
訓
読
は
村
上
哲
見
著

コ
ニ
体
詩
』
（朝
日

新
聞
社
新
訂
中
国
古
典
選
）
を
参
照
し
た
。

（９
）
上
野
理
　
注

（７
）
前
掲
論
文
。
氏
は
白
居
易
の

「答
元
八
宗
簡
同
遊
曲

江
後
明
日
見
贈
」
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
外
に
、
前
漢
の
買
誼
が
、
長
沙
に
左

遷
さ
れ
る
途
中
で
湘
水
を
渡
る
時
に
、
「弔
屈
原
文
」
∩
文
選
』
巻
六
十
）
を

作

っ
て
水
に
投
げ
入
れ
て
屈
原
を
弔
っ
た
の
も
有
名
で
あ
る
。

（Ю
）
「
三
間
廟
」
に
つ
い
て
、
北
魏
の
壊
道
元
の

「水
経
注
」
（巻
三
十
八
、
湘

水
）
は
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

潤
水
又
西
為
二
屈
淳
・。
即
涸
羅
淵
也
。
屈
原
懐
レ
沙
自
沈
二
千
此
・。
故
淵

渾
以
レ屈
為
レ名
。
（中
略
）
淵
洲
君
∃
川
周
馴
二
、
‐
∃
馴
副
司
馴
岬

（巴
蜀
書
社
、　
一
九
八
五
年
）

（
Ｈ
）
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
「文
選
』
李
善
注
に
、
「魏
氏
春
秋
日
、
山
涛
為
ニ

選
曹
郎
・、
挙
レ
康
自
代
、
康
答
書
拒
絶
、
因
自
説
不
レ
堪
二
流
俗
・而
非
薄
二
湯

武
一、
大
将
軍
聞
而
悪
レ
之
。」
（「文
選
奎
翼
』
■
一
術
印
書
館
）
と
あ
る
。

（
‐２
）
薔
康
の
刑
死
の
事
情
、
及
び
薔
康
と
鐘
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「晋

書
』
巻
四
十
九
の
薔
康
伝
、
「世
説
新
語
』
の
雅
量
篇
、
文
学
篇
な
ど
に
そ
の

記
載
が
見
え
る
。
な
お
、
「世
説
新
語
』
雅
量
篇
注
引
文
士
伝
に
は
、
鐘
会
の

薔
康
を
弾
劾
す
る
文
章
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

※

「徒
然
草
』
本
文
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

含
石
波
書
店
）
に
よ
っ

た
。

（し
ゃ

。
り
つ
ぐ
ん
　
本
学
外
国
人
客
員
研
究
員
）


